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研究成果の概要： 

本研究では、公共資源配分への市場メカニズム導入に関する実証的な政策分析を行った。具体

的には、米国における空港発着枠配分への市場メカニズム導入の「失敗」を分析の対象とした。

この政策に関するデータを包括的に用いた世界初の定量的分析が成果として得られた。 
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１．研究開始当初の背景 

 

 規制産業や公共サービスなどへの市場メ

カニズムの導入は、経済の持続的成長を促し

公共部門の非効率を改善するために不可欠

の政策として、今や広範な認知を得ている。

近年では、「公共資源」の配分についても市

場メカニズム利用の必要性・有効性が指摘さ

れている。例えば米国では、電波のような「公

共資源」の配分にも 1994 年から市場メカニ

ズムが活用され多大な成果を上げたと指摘

されている。 

 もっとも、市場メカニズムが新たに導入さ

れた領域の全てにおいて期待された成果が
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上げられているわけではない。事実、同じ米

国でも、約 20 年も前の 1986 年に市場メカニ

ズムが導入された空港発着枠（滑走路の利用

権）の配分においては、市場メカニズムが十

分に機能していないとされる。 

 

 こうした事態はなぜ生ずるのか。本研究課

題は、市場メカニズム導入政策を事業者・行

政・政治の間で展開される「市場の制度化ゲ

ーム」と捉える政治経済学の視座から、取引

費用に着目しつつ、この米国の空港発着枠市

場を動学的に把握し直すことによって、市場

メカニズムによる公共資源の配分がなぜ「失

敗」したのかをデータに基づき実証的に分析

することとした。 

 

２．研究の目的 

 

 上述の通り、市場メカニズムによる公共資

源の配分がなぜ「失敗」したのかをデータに

基づき実証的に解明することが、本研究の目

的である。 

 

３．研究の方法 

 

 具体的には以下の作業と定量分析により、

市場の制度化「失敗」の原因を実証的に解明

することとした。 

 

(1) 政策史の整理 

 1986 年の自由化後、事業者・行政・政治

の間で繰り広げられてきた「市場の制度化ゲ

ーム」の展開を、議会資料、Federal Register、

また Docket Files などの整理を通じて明ら

かにする。 

 

(2) 取引費用に着目した定性的分析による

仮説導出 

 「市場の制度化ゲーム」の中で関係者が示

してきた「ゲーム」に対する様々な「認識」

を基に作業仮説を導出する。 

 

(3) 発着枠取引データの定量的分析による

仮説検証 

 上記の作業により導出された仮説を、重回

帰分析により定量的に検証する。必要なデー

タは米国連邦航空局より取り寄せる。 

 

４．研究成果 

 

 上記の作業の結果として「反競争的囲い込

み仮説」が導出された。この仮説は、主に新

規航空会社の認識に基づくものであり、「既

存大手航空会社は、提携会社同士／大手同士

で発着枠を囲い込み、競争相手である新規航

空会社に発着枠取引を渡さない、それが市場

メカニズムの機能を阻害している」とする仮

説である。 

 

  空港分の発着枠取引データ（September 

12, 1994 -  July 1, 1999）を用いた回帰分析

により、上記仮説の検証を試みた。その結果、

ラガーディアとオヘアの 2 空港では、発着枠

の貸借期間は、関連会社間の取引におけるそ

れが、ライバル会社間の取引におけるそれよ

りも、統計的に有意に多いことが判明した。

これに対して、しばしば新規参入者や GAO

などにより指摘されてきた「新規参入者」ま

たは「非大手」それ自体に対する取引上の差

別の証拠は、統計的には認められなかった。

これにより、空港発着枠配分への市場メカニ

ズム導入は、発着枠保有航空会社によるライ

バル航空会社への差別的取引により、上手く

機能しなかったことが明らかとなった。 

 

 ただ、興味深いのは、ナショナル空港では、

ライバル航空会社への差別的取引の証拠が

必ずしも強くは認められない、ということで

ある（ケネディ空港は明確な判断を下しがた

い面がある）。実際、ナショナル空港につい

ては、ライバル航空会社が発着枠取引におい

て差別を受けていることを示す統計的に有

意な証拠は得られなかった。また、交差項を

用いて、「新規参入の非大手ライバル航空会

社」が発着枠取引における主要な差別の対象

となっているかどうかも検証した際には、む



 

 

しろ反対に、「新規参入の非大手ライバル航

空会社」は「既存の大手関連航空会社」より

も多くの発着枠利用機会を、市場における発

着枠取引を通じて得ている、という分析結果

さえ得られた。標本数が多くないため、この

分析結果の解釈には多大な注意が必要であ

る。しかし、それは、非常に興味深い示唆（市

場がライバルに対して差別的でない形で上

手く機能してきたかもしれない、という示

唆）を有するものであるため、今後、さらに

分析を継続する価値があると言えるだろう。 
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